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大雪による倒木の危険性評価
のための着雪モデル

▍技術のポイント
大雪による倒木の危険性を評価するには、時々刻々と変化
する樹木への着雪の状況を把握することが重要です。私た
ちはスギを用いた着雪の野外実験の結果をもとに、降水量
や気温、風速、日射量などの気象データから樹木への着雪量
を推定する着雪モデルを開発しました。この着雪モデルは、
倒木被害が頻繁に発生している本州以南の中山間地域など
の温暖な積雪地において、これまでより正確な着雪量の予
測が可能です。

▍連携・橋渡しの方向
大雪による倒木は、林業被害のみならず停電や交通障害を
もたらします。森林管理者や防災担当者と連携し、被害対策
の取り組みを進めていきたいと考えています。

▍詳細情報
・プレスリリース：https://www.ffpri.affrc.go.jp/press/2023/20230831/

・論文等：Hydrological Processes, 37(6), e14922 (2023)

▍担当者
森林防災研究領域 ・ 勝島隆史

図1 スギを用いた着雪の野外実験の様子

風の弱い夜間の大雪時には、大量の雪が樹冠に付着します。野外実

験から、気温や風速、日射量などの気象要素と、着雪の成長や落下

との関係を明らかにしました。
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